
邦
人
歌
手
た
ち
の
二
重
唱
が
終

わ
り
、
こ
ん
な
に
も
拍
手
鳴
り
や

ま
ず
、
は
珍
し
い
。
歌
手
の
皆
さ

ん
が
、
日
本
人
と
し
て
は
よ
く
歌

え
た
、
な
ど
と
の
大
甘
の
評
価
で

は
な
く
、
正
し
く
名
唱
の
名
に
ふ

さ
わ
し
い
出
来
の
舞
台
―
そ
う
思

わ
せ
る
公
演
だ
っ
た
。

９
月
２０
日
の
皿
四
み
つ
な
か
ホ

ー
ル
の
、
ベ
ッ
リ
ー
ニ
作
曲

「清

教
徒
」
公
演
。
昨
年
に
続
い
て
、

イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
カ
ン
ト

・
オ
ペ

ラ
の
宝
石
―
テ
ノ
ー
ル
と
ソ
プ
ラ

ノ
の
歌
手
を
選
ぶ
、
超
難
曲
オ
ペ

る́

。
・７
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス
の
お

話
。
王
党
派
と
議
会
派
の
対
立
―

そ
れ
は
旧
教
と
新
教
の
対
決
で
も

あ

っ
た
。
裳
経

超
え
て
幸
せ
な

結
婚
を
し
よ
う
と
し
た
若
者
を
見

萱
幣
務
喘
砕
鯛
な

奈
落
に
突
き
落
と
す
。

こ
の
時
代
の
悲
劇
オ
ペ
ラ
の
定

番
、
狂
乱
の
場
が
ソ
プ
ラ
ノ
の
聴

か
せ
ど
こ
ろ
だ
。
ま
た
、
テ
ノ
ー

ル
泣
か
せ
の
高
音
連
発
と
い
う
、

こ
ち
ら
も
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
難
物

オ
‘
フ
だ
。
国
四
で
は
、
こ
れ
ま

で
外
来
オ
ペ
ラ
団
に
よ
る
舞
台
は

あ
っ
た
も
の
の
、
邦
人
歌
手
だ
け

の
公
演
は
、
も
し
か
し
て
初
演
か
。

山
口
か
ら
突
如
出
現
し
た
、
藤

田
卓
也
さ
ん
な
る
逸
材
テ
ノ
ー
ル

を
得
て
、
今
回
の
快
挙
が
実
現
し

詳

焼

Ｊ

鰭

た っ
勁

錦

唱
と
共
に
、
満
堂
は
興
奮
の
極
み

に
達
し
た
。
ふ
た
り
に
絡
む
バ
ス

と
バ
リ
ト
ン
も
好
唱
で
、
こ
の
オ

ペ
ラ
の
パ
リ
初
演
を
飾
っ
た
、
４

人
の
名
歌
手
―
プ
リ
タ
ー
ニ
・
カ

ル
テ
ッ
ト
の
伝
説
が
、
み
つ
な
か

ホ
ー
ル
に
一町

っ
た
。

同
ホ
ー
ル
の
こ
れ
は
屈
指
の
成

果
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
邦
人

歌
手
の
公
演
を
比
較
し
て
も
、
近

年
の
出
色
の
舞
台
と
な
っ
た
。
観

客
の
拍
手
の
熱
さ
が
、
如
実
に
そ

れ
を
物
語
っ
て
い
た
。
演
出
に
も

課

制

装

ヽ

確

場

指

（演
劇
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
）

スター・テノール歌手登場か
(491)


